
　　　　
（別添資料１）

事業所名 うららか 支援プログラム 作成日 2025 年 10 月 14 日

法人（事業所）理念 ・お子さま一人ひとりが「そのままの自分」の価値に気づき、今や未来を楽しめるよう「育つ力」を応援していきます。

支援方針
・オーダーメイドの支援と『うららか』でしかできない体験を思いっきり楽しんでもらいます。
・自分らしく過ごせる環境を整え、第三の居場所のひとつになるように必要に応じた支援、サポートをしていきます。

(学校休校日) 9 時 0 分から 17 時 0 分まで

営業時間

(平日） 10 時 0 分から 18 時 0 分まで

送迎実施の有無 あり なし

支　援　内　容

健康・生活
・うららかでのルールの理解を通し、学校生活に活かせる暗黙の了解への対応や切り替えの練習を行う。
・ホワイトボードのスケジュール表を見て確認し、選択の機会や自発性へのきっかけをつくる。

運動・感覚

・遊びを通して自然なカタチで体を動かし、体の部位を使って楽しんでもらいながら鍛える。（手足の指・手のひら・足の裏・体幹など）
　室内活動ーバランスボール・スライム作り・工作・絵画・ゲームなど
　室外活動ー散歩・公園へでかける・プール・買い物・外食など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　・空手の動きを利用した運動支援（粗大運動・微細運動）を行う

認知・行動
・スケジュール表を見て見通しを立てる。　
・取り組みたいことを考えて相談する。

言語
コミュニケーション

・自分自身の気持ちを言葉で、顔の表情で、行動で表現してくれる中で一緒に考え、どのような言葉で表現したらいいのかを考えていく。
・遊び、活動などを通して同年齢・異年齢・スタッフとの関わり方からコミュニケーションスキル向上に繋げる。
・様々な経験・体験を通して、適切な言葉づかいなどを一緒に考え、使えるように繋げていく。

本
人
支
援

人間関係
社会性

・ルールを守ることの大切さを学び、活用することで楽しめる術があることに気づけるように、必要に応じて支援やサポートをしていく。
・好きなことを通して他児やスタッフと関わりを持ち、人と接する経験を積む。
・困ったり悩んだりしたときには、スタッフ側からも提案しながら共に考えることで、人に相談して考える力をつけられるように支援していく。

家族支援
・年２回の個人面談実施
・情報の共有
・ご家族様がいつでも相談しやすい環境を整える。

移行支援
・未就学児様、新規ご利用希望者様（小学生）の見学体験
・進路、進学の選択などの相談及び情報提供など

地域支援・地域連携
※相談員さんと情報交換・共有をしながら
・各事業所間との情報共有・連携　・各学校との情報交換・連携
・教育委員会・必要に応じた公共支援サポートとの情報交換・共有・連携

職員の質の向上
・研修参加（虐待防止等の研修など）
・児童発達支援管理責任者研修
・サービス提供責任者研修　など

主な行事等
・夏休み期間　子供たちの夢を叶えます。　・季節行事
・運動会（サッカー・ドッヂボール・リレー・鬼ごっこ等）


